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官民連携における空家対策の推進について

2020 年 10 月に㈱ LIFULL との連携協定締結を予定している

協定内容については、以下のとおり

参考資料

▶ ㈱ LIFULL「地方創世の取り組みご紹介」

▶ ㈱ LIFULL「地域おこし協力隊採用・育成支援パッケージのご提案」

▶ 中野市・株式会社 LIFULL による空き家等利活用を通じた地域活性化連携協定書（案）

①空き家コンシェルジュとして、地域おこし協力隊を採用するための支援

・空家相談サポートデスク

・募集事務

・空家ハンドブックの制作支援

など

・空家相談窓口

・空き家バンク窓口

・空家利活用企画

・空家利活用企画

地域おこし協力隊

②空家への企業誘致支援

③空き家バンク整備

・空家活用方法の提案
・国土交通省モデル事業の提案
（オンラインで関係人口の増加を図るなど）
・LAC、Address、Airbnb などオフィス、民泊のサブスクリ
プション誘致支援イベント

・国土交通省の委託で「全国版空き家バンク」を
運営している→中野市も登録する
・通常の空き家バンクでは扱わない「状態の悪い
物件」も DIY 人気で、買い手が望めるため、そ
の窓口を整備するためのノウハウ支援

・現在、営業推進課の移住担当が空き家バンクを
運営しているが、空家対策担当の都市計画課に移
管し、空家窓口を一本化する（地域おこし協力隊
１名、市職員１名で担当）

▲㈱ LIFULL と協定を結んでいる９市町


